
































による海外子会社に対する社会的支配または社会的統合であると捉えられると異なる特徴を持っていることが広く指摘されており (例えば 0;89O h1uc, ,
la ため ( dadF 1998;
日本企業は海外子会社に対し,多数の駐在員を派遣したり,頻繁なモニタリ 会的支配｣と呼ぶことにする.日本企業の国際経営において見られるもう一
ングやコミュニケーションなどを通じて,きめ細かいコントロールを行うと つの特徴は,海外子会社における日本人駐在員と現地管理者 ･従業員との問










の人間関係にある.ここでは,信頼関係の構築や日本的人的管理 (例えば,9;891,h hlosa dHand berosBle jes,ltjie 2005; 
































以上において トップの経営責任者は日本人｣であり ( sadH
,｢日本企業の海外子会社におけるトップ軽骨責任者とミ
-ie本研究は以下の部分から構成されている.次節では,先行研究に基づき,
jes,tlj 200 245 3p,.日本企業の国際軽骨における特徴が中国子会社の経営成果に与える影響につ




















仮説 1 日本人駐在員が多ければ,中国子会社の業績達成に対する親会社の dVndeY 199 ,有効な危機対応など,海外子会社の業績達成にポ
満足度が高くなる. ジティブな影響が期待できる.






ョンも海外子会社への社会的な支配の重要な手段であるとされている (0' )8づいた報酬･昇進制度であるとされているが (例えば,市村,199 ,中国に
l2000 本国の親会社は海外子会社の軽骨状況を把掘できれば,港
外子会社の経営への関与を高めることができ,業溝達成がより確保しやすく


















 現地における人的関係と中国子会社の業嵩 慮に入れることにする.図表 1に本研究の仮説及びフレームワークを示す.
日本的集団主義においては,グループ内の信頼関係が強調される -Ya( ma
988 信頼とは相手の動機または行為に対してポジティブな期待を).i1,ihgs
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に増加 (5)｣というリッカー トの 5点尺度を用いて質問した.因子分析の結
























(1)｣から ｢重要度が橿めて高い (5)｣というリッカー トの 5点尺度を用い
論説 :中国子会社の経営成果に関わる影響要田の分析 9
て質問した.因子分析の結果,これらの 9つの項目は 2つの国子に集約され



















に分けて,7点尺度で質問した (チェックしないは 0,年 1回は 1,半年 1

























専 任 連 絡 員 を 通 じ ての のコ ミュニ ケシ ショ ョン ン
専門機関を を通 通じ じて ての のコ コミ ミュ ュニ ニケ ケー ーシ ショ ョン ン
プ ロ ジェク ト チ-
定 期 的 会 議 必 要な な際 相 互 ア ド バ イ ス で あ る｢ 非 常交 誼の の の程 度 は 
り,分業の唆昧さは見られない｣である.因子分析によって,一因子で項目.,(ま れ か ら ｢ 非 常 頻 繁に に に
. 7-00










は 非 公 式 で 個 人 的 な コ ミュニ ケシー ョ ン 専 任 の 連 絡 貝 を 通 じ
7 その他の要因
, ,
て コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 定 期 的 会 議 必 要な な際 相 互 ア ド バ イ スの の の の4
中国現地企業における目標の明確性については,2つの項目を ｢全くそう
,項 目 か ら な り.も う1つ
｢ 個 人 ベ ス の コ ミュニ ケー ーシ ョ ン ｣ と 名 づ け る 
思わない｣から ｢全くその通り｣というリッカー トの 5点尺度で質問した.
















専 門 横 問 を 通 じ たコ コミ ミュ ュニ ニケ ケー ーシ ショ ョン ンの 項 目 か ら 構
,成 さ れ.
｢ チ ム ベ ス の コ ミュニケー ー ーション ｣ と 呼 ぶ 
信 頼 の レ ベ ル
( 信 頼 は 次6項 巨 ｣ か ら｢ ｢全 全く くの そ そ の通 り こ つ て う 思 わ ない い=
｣ と う リ ッ カトー点 尺 度 で 質 問 し た｢ 各 階 層 に おい いて 密 接 な 個 人 交
滝 行 わ れ
.
て い い て個 人 間 信 頼 感が がある る｣｢ ｢各 各階 階層 層に に にお お





















常 に 関 係 の 調 整 が 可 能｢ コ ミ ュ ニ ケシー ョ ン は 正 確 か つ 十 分で であ ある る｣ ｣
, ,
及 び ｢ 予 測 し て ない い状 況 が 生 じ た 時 は 以 の 取 り 決 め 拘 ら ずに に に
向きに処しようと努力｣目であ対 こ こ 対す する る る回答の の の=項 項巨.
, ,
S idP l
平 均 値 計 算 信 頼 関 係 レ ベ ルを を示 す 標 とし した
.こ
の の指 指軌
an nm ue er r測 定 尺 度 を 適 用 し た もの ので あ る因 子 分 析
(
.
に よって で 同一性 を 確 認 し た 各項 項目 目因 の の 因子 子負 荷 量 は 




ま K l a e
( 20 0 0
0 . 6 4, -
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( ) 中 国 人 経 営 管 理 者 従 業 員 に 対 す る 報 酬･ ･昇 進 制 度 成 果 主 義
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は ｢経営目標満足度｣へ強い影響を与えていることから.相関係数表に見ら
れる ｢財務業溝推移｣と ｢経営目標満足度｣との有意な相関関係は ｢財務目
Z *#tL# 
標満足度｣を経由した間接効果として表れていることがわかる. 冒 
= 冨健世故和正姫 e mナ一一.'･ 
｢財務業漬推移｣に 5%水準で有意な影響関係を及ぼしている潜在変数は
q-CIく'･一





Q.一( (一 ､-/÷三 一 r説 5は支持されたといえるであろう.また ｢財務業蘇推移｣と｢営業年数｣は iL 嬰饗eユr主'< I.
負の影響関係にある.つまり営業年数が短い企業ほど近年良好な財務業溝を
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十 三喜 ?喜?の適合性を問う必要がある.図表 4の下段にモデル 1に関する代表的な適
合性指標を示した.基準比較におけるCFIが07. 80とい
U 襲 E頚増髄軸E 軽増額 一 T T t 害1 車 = e 意 義 弐 ? 整 T),そこ 喜う数値から,このモデルが十分な適合性を示しているとは言い掛 r 望 §､2 o . 〇 >d
. .
. I . 〇 >d ,: a T
.N 





< 主宰畔資専 毒 緑 薫 真 義 等 弓 等 竜 等 縞
2)モデルの連合性条件として.通常 CFl>0.RMSEA< 00.9. 5が望ましく.005<RMSEA< 0.1はグレー
ゾーンといわれる.グレーゾーンにある場合は,他に藩理的に説得力のある根拠が求められる. 
･
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.軽骨目標満足度 - コミュニケーション .1 6 3
1 8 5












.. ■ . 
財務目標満足度 - 財務業績推移
軽骨目標満足度 - 財務目標満足度
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′ ~ ~~､ ＼ 
接影響を与えていない可能性が高いと主観的に判断し排除している.しかし.










る15項目のデータを抽出し,この41の変数間の相関分析や偏相関分析及び重 国表 5 係数の非標準化推定値と適合性 (Model3) 
回帰分析を行った結果に基づいて.｢財務業溝の推移｣と｢経営目標の満足度｣
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軽骨 目標満足度 ー 倍頼レベル
旺在貝能力評価 一 種営目標満足度
1740












相互信頼 ー 信頼 レベル
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